
すぎなみ 教　育　報（第174号） －　－平成16年９月17日 2

第5回“調べる”学習賞コンクールを開催します
杉並区読書活動推進計画の一環として第5回“調べる”学習賞コンクールを行います。みなさんの作品をお待ちしています。
募 集 期 間：9月1日（水）～9月30日（木）作品の送り先：区立小中学校及び区立図書館
問い合わせ先：中央図書館児童サービス担当　 3391－5754
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　慶応義塾大学大学院教授金子郁容先生による 『「地域運営
学校」の創造～地域で運営する新しい学校づくり～』の講演を
行い、「地域運営学校」とはどんな学校なのかをわかりやすく
お話していただきました。地域が学校運営に関与できるしくみ、
それが地域運営学校です。具体例も交えながら、学校評議員や
学校関係者に地域運営学校のしくみや特徴を知っていただく良
い機会となりました。 

　別の会場では企業経営者と教員とのディスカッションを
行いました。社団法人経済同友会の方々と、「これから求
められる人間像と学校教育への期待」をテーマに積極的
な討議が繰り広げられました。 
　また、詩のボクシングという新たな表現方法について、日
本朗読ボクシング協会代表楠かつのり氏と詩のボクシング
を授業に取り入れて実践している小学校教諭渡辺泰介氏
のお二人からお話しを聞く講演も開催しました。 
　教員や学校評議員が教育に関する様々な課題について
学んだ有意義な機会となりました。 

杉 並 区 の 教 育 改 革 を 発 信 

　教育委員会は、教育改革アクションプランを策定し、区民の皆様の信頼に応えるように教育施策を進めています。
しかし、真の教育改革は、質の高い授業、学校の活力といった現場の力なくして達成できるものではありません。 
　この度、「現場から変える、授業を変える」ことを目的に、「教育改革ひろば」を開催しました（２５日：産業商工会
館、２７日：セシオン杉並）。これは、教育改革の取り組みを広く発信していくとともに、杉並区が目指す「教育立区す
ぎなみ」の実現に向けて、教員、保護者、地域の皆様と手を携えて協働する機会となるものです。 
　当日、教員や学校評議員の方々などが、授業力の向上、学校改革を大きなテーマに据えて、学習した様子をお伝
えします。 

２５日 講演『「教え力」に磨きをかける』 ８月 

　会場に集まった約120名の教員が2人1組になって模擬授業を
行っています。「先生のできることを子どももできるようにするこ
とが授業です。」明治大学文学部教授齋藤孝先生は『「教え力」
に磨きをかける』をテーマに授業に役立つ講演をしてくださいま
した。そして、講演の中で「先生増殖方式」を提案され、それを受
講者同士、ロールプレイングで体験してもらいました。 
　あっという間の1時間30分。参加者からは「教育への新たな視
点が聞けて参考になった。」「もっと話を聞きたい。」など感想が
寄せられ、大変好評でした。 
 

２７日 講演『「地域運営学校」の創造～地域で運営する新しい学校づくり～』ほか ８月 
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金子郁容氏 

企業経営者とのディスカッション 

齋藤孝氏　 



杉
並
区
の
教
育
改
革
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
今
ま

で
に
私
た
ち
は
何
回
と
な
く
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
特
に
幼
児
期
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
の
も
と
を
私
見
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ご
披
露
し
各
位
の
ご
批
判
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

人
は
何
か
の
役
に
立
ち
た
い
、
愛
す
る
人
に
喜
ば
れ
る
よ

う
な
行
動
が
し
た
い
、
こ
れ
は
元
来
人
間
が
潜
在
的
に
持
っ

て
い
る
本
能
的
な
考
え
で
も
あ
り
ま
す
。
注
意
深
く
見
る
と

こ
の
よ
う
な
兆
候
は
子
供
が
二
・
三
歳
過
ぎ
る
頃
か
ら
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
子
供
は
回
り

の
人
達
の
ま
ね
を
よ
く
す
る
、
ま
ね
を
し
な
が
ら
生
き
て
ゆ

く
上
で
の
様
々
な
知
恵
を
身
に
つ
け
て
ゆ
く
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
親
は
子
供
の
行
動
を
い
つ
も
危
な
い
か
ら
、

手
が
か
か
る
か
ら
、
と
叱
る
の
で
は
な
く
時
に
は
そ
の
子
に

で
き
そ
う
な
簡
単
な
仕
事
を
さ
せ
て
み
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
食
事
の
後
の
お
茶
碗
一
つ
で
も
台
所
ま
で
持

っ
て
こ
さ
せ
て
み
る
。
上
手
に
で
き
た
と
き
、
お
母
さ
ん
は

「
あ
り
が
と
う
、
○
○
ち
や
ん
は
も
う
お
手
伝
い
が
で
き
る
の

ね
…
…
」
と
心
か
ら
ほ
め
て
あ
げ
る
。
す
る
と
子
供
は
と
て

も
喜
ん
で
、
ま
た
お
母
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
何
か
自
分
に
で
き
る
仕
事
を
探
す
も
の
で
す
。
子

供
は
も
う
こ
の
頃
か
ら
お
母
さ
ん
の
役
に
立
つ
喜
び
を
感
ず

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
近
年
、
子
供
に
負
担
を
か
け
な
い
と

の
思
い
か
ら
か
、
自
分
の
老
後
は
子
供
の
世
話
に
な
ら
な
い
、

子
供
は
親
の
事
を
考
え
ず
、
自
分
の
事
だ
け
を
考
え
れ
ば
よ

い
と
す
る
風
潮
も
み
ら
れ
る
が
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
親
と
し
て
、
老
後
は
子
供
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

考
え
て
い
る
場
合
で
も
、
子
供
が
幼
い
内
は
敢
え
て
得
々
と

説
明
す
る
必
要
は
な
い
、
む
し
ろ
小
学
校
位
ま
で
は
、
親
は

将
来
は
お
前
達
に
面
倒
を
み
て
貰
う
、
だ
か
ら
、
し
っ
か
り

勉
強
し
て
立
派
な
人
に
な
っ
て
ね
、
お
前
達
の
よ
う
な
良
い

子
が
い
て
、
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
と
て
も
幸
せ
、
と
思

わ
せ
る
こ
と
は
子
供
達
に
と
っ
て
負
担
に
な
る
よ
り
、
愛
す

る
者
に
頼
り
に
さ
れ
る
喜
び
、
ひ
い
て
は
生
き
甲
斐
を
与
え

る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

温
厳
一
如
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
温
か
さ
と
厳
し
さ
、

一
見
相
反
す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
の
意
味
す

る
所
に
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
温
か
さ
だ
け
で
は
子
供

は
我
が
儘
に
な
り
、
人
の
痛
み
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
厳
し
さ

だ
け
で
は
情
愛
の
あ
る
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
温
か
い
愛
情
の
背
景
に
は
厳
し
さ
が
、
厳
し
い
躾
の

背
景
に
は
温
か
い
愛
情
が
あ
っ
て
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
て

き
ま
す
。

昔
は
子
供
の
教
育
で

こ
の
温
か
さ
を
代
表

す
る
の
が
母
親
で
あ

り
、
厳
し
さ
を
代
表

す
る
の
が
父
親
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
の
父
親
は
上
手
に

子
供
を
叱
る
事
も
で
き
な

い
、
母
親
も
し
っ
か
り
と
子
供
を
抱
い

て
や
る
事
も
せ
ず
、
外
に
出
る
事
だ
け
を
考
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
母
親
は
子
供
が
少
な
く
と
も
三
歳

位
ま
で
は
側
に
い
て
や
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
世
の
中
の
風

潮
と
し
て
は
、
二
十
四
時
間
保
育
、
駅
前
保
育
、
早
朝
保
育

等
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
子
供
か
ら
母
親
を
引
き
離
す

事
を
奨
励
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

幼
児
に
と
っ
て
一
人
の
父
親
と
一
人
の
母
親
は
絶
対
に
必

要
で
す
が
、
ニ
人
の
父
親
、
二
人
の
母
親
は
む
し
ろ
有
害
、

つ
ま
り
父
親
、
母
親
の
役
割
分
担
は
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
自

然
の
も
の
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
三
・
四
歳
頃
か
ら
は
社
会

性
を
つ
け
る
意
味
か
ら
も
一
日
に
数
時
間
は
両
親
の
懐
を
離

れ
て
集
団
生
活
を
経
験
す
る
事
が
大
切
に
な
っ
て
来
ま
す
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
す
。

我
が
国
最
初
の
幼
稚
園
は
明
治
九
年
東
京
女
子
師
範
学
校

（
現
在
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
の
附
属
幼
稚
園
と
し
て
設
立
、

当
時
ド
イ
ツ
か
ら
フ
レ
ー
ベ
ル
の
高
弟
と
言
わ
れ
た
松
野
ク

ラ
ラ
先
生
（
来
日
後
日
本
人
と
結
婚
し
松
野
姓
と
な
る
）
を

主
任
保
母
と
し
て
招
き
、
組
織
的
な
幼
児
教
育
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
然
し
、
幼
児
教
育

の
重
要
性
、
必
要
性
は
古
く
か
ら
日
本
で
も
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
代
表
的
な
例
と
し
て
は
江
戸
中
期
、
福
岡
、
黒
田
藩

の
藩
医
で
も
あ
り
、
儒
学
者
、
教
育
家
で
も
あ
っ
た
貝
原
益

軒
が
晩
年
に
書
か
れ
た
和
俗
童
子
訓
の
中
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

益
軒
先
生
は
幼
児
教
育
に
つ
い
て
①
い
と
け
な
き
時
よ
り
は

や
く
お
し
ゆ
べ
し
②
小
児
を
そ
だ
つ
る
に
初
生
よ
り
愛
に
過

ご
す
べ
か
ら
ず
（
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
甘
や
か
さ
な
い
こ
と
）

③
人
品
よ
き
師
を
え
ら
び
交
わ
る
所
の
友
を
求
む
べ
し

今
風
に
解
釈
す
る
な
ら
良
い
幼
稚
園
、
良
い
保
育
園
を
選

び
、
そ
こ
で
多
く
の
お
友
達
と
遊
ば
せ
な
さ
い
、
両
親
の
下

で
い
つ
ま
で
も
甘
や
か
せ
て
い
て
は
社
会
性
を
身
に
つ
け
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
よ
、
と
言
う
意
味
で
し
ょ
う
。

以
上
、
幼
児
期
の
教
育
、
環
境
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

平成１３年の社会教育法改正に伴い、社会教育が学校教育と家庭教育

を結ぶ要の役割があることが認識された。このことをふまえ、杉並区社

会教育委員の会議では、地域社会と学校教育、地域社会と家庭教育の問

題における社会教育の果たすべき役割を中心に据え、地域社会と社会教

育の問題に焦点を絞って調査研究し、論議を進めた。

1 地域と学校のより緊密な連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

区立小･中学校は、それぞれの地域の震災救援所など人々を支える活動の

拠点である。また、児童･生徒の安全や安心を確保するなど、人々に支えら

れながら活動する拠点でもある。地域、学校双方を取り巻く状況が大きく変

わろうとしているいま、新たな関係づくりが必要である。

このため、学校教育コーディネーターの充実や学校サポーターがより活か

されるようにしくみを整えるなど、できる限り幅広い住民が参加できるよう、

学校や地域社会の中で人材育成プログラムやしくみづくりを進める。

また、複数の学校や異校種間での連携推進等により、それぞれの学校教育

の活性化を図っていく。特に、区内大学･短期大学との協働を進める。

2 子育て・子育ち支援と地域社会・・・・・・・・・・・・・・・・・・

多様化する子育ての実態に応じるためには、より多様なところで子育て支

援を行ったり、一人ひとりができるところから参加し、地域でのつながりづ

くりにつなげたりする必要がある。

このため、子育て中の当事者が多様な人々と出会うチャンスを豊かにでき

るよう、既存の支援機関が相互連携したり新たなグループやNPO等との協働

を徹底したりしながら、既存のしくみを活用しつつ活性化を図っていく。

「「自分たちで自分のまちをつくる社会教育自分たちで自分のまちをつくる社会教育」」
－第８期－第８期「「杉並区社会教育委員の会議杉並区社会教育委員の会議」」答申－答申－

また、地域での子育ち支援を豊かにしていくため、中・高校生や青年層が、

児童館や新たに取り組まれる「子どもの居場所づくり」など、身近なところ

で自分たちの後輩を支える事業に積極的に関わることをすすめる。

3 スポーツ振興と地域コミュニティづくり・・・・・・・・・・・・・・

健康で活力あるまちづくりにおいて、生活に根ざしたスポーツを区民とと

もに進めていくためには、区民一人ひとりがそれぞれにあったスポーツがで

きるよう、新たな発想にもとづく条件整備が必要である。

このため、スポーツ指導者やスポーツ・ボランティアの育成･活用システ

ムの確立、スポーツNPO等の民間団体の活動支援と行政との協働システムの

構築をすすめるとともに、「総合型地域スポーツクラブ」の創設支援など、

種目別スポーツだけではなく老若男女、家族ぐるみというイメージで地域創

設にもつながる取り組みをすすめていく。

4 区民やNPOなどとの協働のあり方・・・・・・・・・・・・・・・・・

区では、NPO支援の基本的なシステムとしくみを順次整備している。今後、

区民やNPOなどとの協働をすすめる中で、特に人材育成や幅広い範囲でコー

ディネートできる地域人材の発掘などが重要である。

このため、社会教育･スポーツ活動に関して公共的な課題を担っている

NPOとも共同企画や共催等の形態で事業を展開したり、関連部局等との協働

により人材育成を通じてNPO活動の活性化を支援したりする。また、社会教

育関係の講座等修了後にNPOへの参加や組織化といった働きかけや個別相

談、情報提供などをすすめていく。

中学生が毎年熱戦を繰り広げる杉並区中学校対抗駅伝が今年は5周年を迎えます。

日　時：平成１６年１２月１２日（日）開催　（小雨決行）
開　会　式 午前 ９ 時
男子の部スタート 午前１０時
女子の部スタート 午前１０時１０分
閉　会　式 午前１１時３０分

会　場：済美山運動場（みずほ銀行運動場）堀ノ内１－１５
（スタート・ゴール地点）

コース：青梅街道、五日市街道等を経由する一周１０.６kmコース

参加チーム：
杉並区内の公立・私立中学
校の生徒で構成する、男子
３０チーム、女子３０チーム
を予定。１チームあたり、
選手５名、補欠２名の合計
７名編成とする。学年構成
は自由。

主　催：杉並区中学校対抗駅伝５周年記念大会実行委員会

※実行委員会構成団体
杉並区体育協会・杉並区陸上競技協会・杉並区中学校体育連盟・杉並交通安全協会・高井戸交通安全協会・荻窪交通安全協
会・杉並区立中学校PTA協議会・杉並区体育指導委員・杉並区青少年委員協議会・杉並区商店会連合会・杉並区町会連合
会・杉並産業協会・東京商工会議所杉並支部・（財）杉並区スポーツ振興財団・杉並区・杉並区教育委員会（順不同）

問い合わせ先： 杉並区中学校対抗駅伝5周年記念大会実行委員会事務局
（杉並区教育委員会社会教育スポーツ課内） 内線1676

＊大会当日の9時～12時は、会場及びコース周辺の交通規制を行います。
＊交通規制、駐車禁止にご協力ください。

5 新たな地域づくりのかなめとして・・・・・・・・・・・・・・・・・

住民それぞれがさまざまな場面で地域社会の一員としての自覚と責任を

もち、自らの可能性を十分に発揮し、他者に働きかけていく。その力を新た

な地域づくりにつなげていくため、個人発での活動づくりをすすめるととも

に、一定の地域で全体を包含し個人や関係者を紡ぐ、いわば「地域コーディ

ネーター」のような存在が必要である。当面は、地域の様々なネットワーク

の関係者で集団を構成し、地域学習のプログラムや地域と家庭の教育力につ

ながる社会教育プログラムなどを打ち出していくことなどが考えられよう。

新しい地域社会の創造をめざすうえで、住む人それぞれがその場で問題解決

に取り組みながら知識や経験を重ね、地域づくりに関わっていく。そんな姿

が、この時代の社会教育ではなかろうか。

「Bye Bye！」手を振りながら、いつまでもバスを追いかけるホス

トスチューデント。これは、杉並区中学生海外派遣の一コマ。涙、涙

のお別れ式の後の出来事です。

派遣生は、6泊にわたるホームステイで多くのことを体験しました。

言葉の壁も、電子辞書を駆使したり、身振り手振りを交えたり、まさ

に体当たりのコミュニケーションで乗り越えました。

また、3日間の体験入学も思い出深いものになりました。公立チャ

ッツウッドハイスクール、私立グレネオンスクールの生徒となった派

遣生は、お菓子が食べられる「ティータイム」に驚き、「Hi！」の一

言で友達になれるオーストラリアの温かい校風に感心していました。

快く受け入れてくれたウィロビーの人たちに感謝の意を込めて、派

遣生が企画したフェアウェルパーティ（さよならパーティ）は大変な

盛り上がりを見せました。この日のために、猛暑の中、「南中ソーラ

ン」の踊りや手話つきの「世界でひとつだけの花」の歌などを派遣生

一丸となって練習してきたのです。

拍手喝采の宴の後は、冒頭の涙のお別れ。しかし、派遣生はこの海外派遣を通じて、かけがえのない貴重な体験をしたはずです。

これから派遣生が、世界と日本を結ぶ「かけはし」となってくれることを期待しています。

Let,s try! 杉並区中学生海外派遣報告

平成16年度杉並区中学生海外派遣
派 遣 団：生徒 ３０名　引率５名(団長　高円寺中学校長　岩谷俊行)

派遣期間：７月２９日～８月７日（９泊１０日）

派 遣 先：オーストラリア　ウィロビー市(区友好都市[平成２年～])

※派遣生それぞれの思いを綴った『平成１６年度杉並区中学生海外派遣報告書』

は区役所２階区政資料室、区立図書館でご覧になれます。
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小・中学生が取組んだ展示を郷土博物館で公開中（１０月３日まで）
郷土博物館の夏の企画「みんなの博物館」（「Ⅰモノが宝モノに」7/22・23）の「Ⅱ展示にチャレンジ」が８月１１～１３日開催され、小学

４年生～中学２年生までの５人が展示に取組みました。自分達で展示する資料を選び・調べ・展示を組立て、特別展示室のメインの一画に展示
しました。中学生が皆をまとめ、４年生でもここまでできるという力作をご覧下さい。（期間中「杉並文学館」も子ども向けとなっています）

問い合わせ先：郷土博物館　 3317－0841

－　－ 平成16年９月17日2
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１５

公募区民・学校関係者・学識経験者計９名からなる社会教育委員の会議では、

平成１５年７月２３日に教育委員会からの諮問「杉並区における社会教育・スポ

ーツ施策の方向性と目標について」を受け、論議をすすめてきました。

８月３１日に同会議長から教育長に答申が手渡されましたので、その概要をお

知らせします。教育委員会では、今後、この答申をふまえ、社会教育分野の計

画等に反映していく予定です。

ホームステイや体験入学を行った派遣生たち
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第１中継所 
梅里堀堀ノ内敬老会館 

● 

● 

● 

★ 

● 

済美山運動場済美山運動場 
（スタート・ゴール地点ール地点） 
済美山運動場 

（スタート・ゴール地点） 

企画を公募した
「すぎなみコミュニティカレッジ」がはじまります！

コミュニティカレッジは、学校や地域を良くしたいと願う区民の方々
の気持ちが、具体的な活動につながっていくための学習の機会として開
催しています。
今年度後半の開催に向けては、区民の方々から自由な企画を公募した

ほか、「子育て支援」、「子ども読書活動推進」といった行政から出された
テーマへの応募もあわせ２８講座の提案を受け、その中から９講座を行
うことになりました。
地域でのちょっとした子育て支援を行うためのコツを学ぶ、ビオトー

プづくりを学ぶ、地域資源や情報の掘り起こし方を学ぶ、「ホームレス」
問題を考え地域でできる事を探る、などなど。講座の詳細については、
今後「広報すぎなみ」でお知らせするほか、地域区民センターや図書館
等でチラシを配布していきます。「自らの知識や技術の向上」「子どもの
ため」「地域を良くしたい」など、多くの方のご応募をお待ちしています。

問い合わせ：社会教育センター　 3317－6621
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杉 並 区 中 学 校 対 抗 駅 伝
5 周 年 記 念 大 会

杉 並 区 中 学 校 対 抗 駅 伝
5 周 年 記 念 大 会

WILLOUGHBY 
CITY COUNCIL
City of DiversityCity of Diversity

皆さんのあたたかいご声援をお願いします！

5周年記念大会

ロゴマーク



平成１７年度から使用する区立小学校の教

科用図書は、下表のとおり決定しました。

教科書は、７月２８日に開かれた教育委員

会において、教科書調査委員会（校長、教頭、

主幹、PTAからなる組織）の報告や、種目別

の調査報告書、学校からの調査報告書、区民

のアンケートを参考にして５人の教育委員の

協議を経て採択されました。

採択された教科用図書（見本本）は済美教

育研究所（堀ノ内２-５-２６）内教科書セン

ターで常時閲覧することができます。

なお、心身障害学級及び済美養護学校用教

科用図書は、１０７条教科書調査委員会から

の報告があったものに決まりました。

問い合わせ先：指導室

小学生が使う教科用図書が決まりました小学生が使う教科用図書が決まりました

区内大学図書館の
本の閲覧・貸出ができます
去る７月２６日、杉並区立図書館と区内大学・短期大学

図書館との相互協力に関する協定書の調印式が行われま
した。
協定書を結んだのは、女子美術大学、高千穂大学、東

京立正女子短期大学、明治大学、立教女学院短期大学の
５大学です。
これにより、区立図書館と区内大学図書館が連携し、各

図書館が所有する情報資源の有効活用を図り、生涯学習の発
展、大学の教育・研究の発展、そして、杉並地域の文化・教育
の発展に向け「杉並区図書館ネットワーク」が組織化されました。
８月２日からは、杉並区民の方を対象に、区内に所在する協定大学図書館の館内閲覧と館外貸出が開
始され、これまで大学図書館の利用に際して必要としていた公立図書館の紹介状が不要となりました。
ご利用にあたっては、各大学図書館にご連絡ください。

■女子美術大学杉並図書館 和　田1-49-8
5340-4514 http://www1.joshibi.ac.jp/library/

■高千穂大学図書館 大　宮2-19-1
3313-0147 http://www.takachiho.jp/lib/index.html

■東京立正女子短期大学図書館 堀ノ内2-41-15
3316-6854 http://www.tokyorissho.ac.jp/

■明治大学和泉図書館 永　福1-9-1
5300-1186 http://www.lib.meiji.ac.jp

■立教女学院短期大学図書館 久我山4-29-23
3334-7029 http://www.rjt.ac.jp/

問い合わせ先：中央図書館　 3391－5754

いま、子どもたちが放課後に安全で安心できる居場所を

どう拡充していけるかが課題になりつつあります。

文部科学省は、本年４月から「子どもの居場所づくり新

プラン」に基づき、小・中学生を対象にした「地域子ども

教室推進事業」をすすめています。家庭・地域・学校が一

体となって、子どもたちに安全で安心な居場所をつくり、時代を担う子ども

たちを育てようとするものです。杉並区内でも小・中学校での放課後活動へ

の導入に向け、いま、準備がすすめられています。

「地域子ども教室推進事業」は、文部科学省が直接実施団体等を支援するし

くみが採られています。このため、区市町村レベルでこの事業を実施する場

合には、都道府県レベルに置かれる運営協議会のもとに、区内全域で事業を

遂行するための実行委員会が必置となります。区内では、「子どもの居場所

づくり杉並実行委員会（委員長：東島信明氏）」が事業の実施主体となり、

具体的な事業の中味や実施について、それぞれの学校や地域の個性を活かし

工夫しながらすすめていくことになります。

すでにいくつかの学校で同種の取り組みを独自にすすめたり、試行してい

るところもありますが、今後、それぞれの学校ごとに担い手となる地域の

方々と居場所づくりコーディネーターとの話し合いをもとにしながら、杉並

実行委員会が実務を担い、順次、各学校での事業を立ち上げていく予定です。

杉並区としましては、それぞれの地域の力で、子どもたちにとって身近な

学校を使った放課後活動が充実していくことを期待し、杉並実行委員会事業

を支援していきます。

なお、杉並実行委員会専用事務所を設置しましたので、これから事業を立

ち上げたり、活動に参加を希望されたりする場合は、ぜひご相談ください。

問い合わせ先：子どもの居場所づくり杉並実行委員会事務局
5311－6861／FAX  5311－6862

区立学校で放課後活動

「地域子ども教室推進事業」がはじまります
－子どもの居場所づくり杉並実行委員会が事業をすすめます－

平成１７年４月に地域運営学校を小学校1校、中学校１校開設します。
地域運営学校とは、学校運営協議会を設置し、地域の方々が学校運営に
対して意見を述べることができる新しい学校運営のあり方です。
教育委員会は、学校の希望により地域運営学校を指定していく予定で

す(申出期限１０月２２日)。開設にあたっては、地域の方々の意向を踏ま
えながら進めていきます。

問い合わせ先：庶務課計画係
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【教育委員会開催状況】

定例会 ４回
臨時会 ３回
議　案 ９件
報告事項 １７件

【主な案件】

◎は審議、○は報告事項
◎小学校教科用図書及び107条教科書の採択につい
て
◎「杉並区立小中学校適正配置基本方針」について
◎杉並区立小中学校第一次適正配置計画策定のための
たたき台（通学区域の変更）について
○平成16年度杉並区立小学校・中学校教育課程の分
析
○（仮称）杉並区立方南図書館の名称及び運営につい
て
○「児童・生徒の健全育成に関する警察と学校との相
互連絡制度」について
○教科書展示会の結果報告について
○杉並区立図書館及び杉並区内大学・短期大学図書館
の相互協力に関する協定書の調印について

科学創意工夫展を開催します
10月1～4日まで、科学館では区内の小・中学校の児童・生徒たちの作品や実験・観察の研究記録約800点を

展示しています。また、開催期間中にはビデオの上映やプラネタリウムを投映します。国立科学博物館名誉会員
小畠郁生先生の「化石から探る恐竜の不思議」の講演会も行います　問い合わせ先：科学館　 3396－4391

1
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

教育委員会の動き
平成16年６月～８月

平成17～20年度使用
小学校教科用図書

種　　目 発　　行　　者

国　　語 光 村 図 書

書　　写 光 村 図 書

社　　会 東 京 書 籍

地　　図 帝 国 書 院

算　　数 啓 林 館

理　　科 教 育 出 版

生　　活 大 日 本 図 書

音　　楽 東 京 書 籍

図画工作 日 本 文 教 出 版

家　　庭 東 京 書 籍

保　　健 学 習 研 究 社

杉並区立小中学校第一次適正配置
計画策定のためのたたき台（通学区
域の変更）を作成しました

区立小中学校の適正規模を確保し、杉並区の目指す

教育を実現する学校づくりのため、「杉並区立小中学校

第一次適正配置計画策定のためのたたき台（通学区域の変更）」を作成しました。

周辺の状況から教室不足が予想される大規模校の通学区域を見直します。なお、

学校の適正配置のうち学校の統合については、後日お知らせします。

たたき台（通学区域の変更）に対する意見の提出手続などについては、広報す

ぎなみ（１６年９月１日号）のほか、区ホームページにも掲載しています。

【通学区域の変更】

高井戸中学校（予定時期＝１８年度）、桃井第一小学校（予定時期＝１９年度）、

井荻中学校（予定時期＝１９年度）、浜田山小学校（予定時期＝２０年度）

※なお、通学区域の変更により、住所地が通学区域外になった場合でも、在校生

については引き続き同じ学校に通学できます。

問い合わせ先：学校適正配置担当・学務課・施設課

連 絡 先

地域運営
学校を開設します




